
『
御薗小学校

２０１３．２．１

Ｎ０．１２

ｲﾝⅧ工洲の縮箸､じわじわと鰯ﾛ軍！
△｡\両■ ００已立の かぜつみひ 。、酢Ａ

冬休み明けからの身を切る寒さはかなりこたえます｡風が強い日はいっそう寒く感じて、
うんと分Ｃａ弓wＡｅ虫笹 ごご几ｂＵ

しまいますが､運動場'二は元気|こ遊んでいる子の声が響いています。
① ００与碗LblwLざ０１

インフルエンザは､じわじわと増えてきています。（１月３１'日現在でインフルエンザ
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HDIぜの原因
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体の細胞をこわしな力くらウイルスは
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どんどん増えてし､きます。体はウイル
に定か ９かpト

スと戦います力《、その力よりもウイル
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症状があらわれてきます。かぜにか

かったということです。
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